
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ６ 年 １ 月 ３ １ 日 

中 央 区 立 有 馬 幼 稚 園 

ひよこ組担任  

り す組担任  

 

年少組だより 

 例年に比べて温かかった今年の冬も、1 月に入りやっと本格的な寒さを感じるようになってきました。今、年少組では

冬の白い息を題材にした「ゆげのあさ（作詞：まど・みちお、作曲：則武昭彦）」という曲を歌っています。「白い息が汽

車ぽっぽみたいで愉快だな」というような楽しい歌詞に、子どもたちも季節を感じながら楽しんで歌っています。 

今回は１月の子どもたちの様子をお伝えします！ 

 

もちつきの後にすぐに再現して遊ぶことができるように、手作りの臼や杵を準備していました。もちつきが

終わると、さっそくもちつきごっこスタート！すると、委員の保護者の方が臼にやかんでお湯を注ぐところま

で再現する姿が！大人の想像を超えた遊び方に驚きました。細かいところまで興味津々だったようです！ 

日本の昔遊びの一つとして、ビニール袋と毛糸を使った凧を作りました。子どもたちは丸いシ

ールを貼り付け、付けたい子は凧の足もセロハンテープで付けました。 

袋に風がたっぷりと入るように校庭や屋上を思いきり走ったり、袋が風を受ける感覚を掴み、走

らずに揚げられることにも気付いたりする姿も。繰り返し楽しんでいました。 

２学期末から遊び始めたコマ。冬休み中に回せるようになったことを教えてくれたり、友達と一緒に楽しんだりする姿が

見られています。繰り返し遊ぶ中で回せる子が増えてくると、回ったコマにドーナツ型の画用紙をのせて色の変化を楽しむ

姿が。そこで、コマに直接色を付けられるようにビニールテープでの装飾を始めました。コマがカラフルになり、回すと色

が混ざって鮮やかに……不思議さや面白さを感じながら、自分だけの特別なコマで繰り返し遊んでいます。 

 いくよ！見ててね！ 

 みてみてー！できたー！ 


